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仲野徹先生は幹細胞のエピジェネティックな制御に関して先駆的な功績をあ
げられ、平成 24 年度には「幹細胞システムにおける細胞分化機構の解明」
にて日本医師会医学賞を受賞されておられます。また「エピジェネティク
ス」や最近では「こわいもの知らずの病理学講義」をはじめとして広く一般
の方々にも医学および科学についてわかりやすくかつ面白く啓蒙活動をされ
ておられます。この度、ご研究に関するご講演を拝聴すると同時に「研究論
文の書き方」についても併せてご教授頂けるよう招聘致しました。大変貴重
な機会ですので、皆様のご参集をぜひよろしくお願い致します。 
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第第一一講講．．発発生生・・分分化化ととエエピピジジェェネネテティィククスス  

第第二二講講．．研研究究論論文文のの書書きき方方  
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